
活
動
の
制
約
な
ど
、
今
ま
さ
に
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
大

き
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も
、少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、

産
業
の
振
興
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。
赤
村
議
会
は
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
、
魅
力
あ
る

村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
時
代
を
見
据
え
た
情
報
分
析
や

村
民
皆
様
の
意
向
が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
政
策
提
言
を
行
う
な
ど
、
更

に
議
会
機
能
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
議
員
の
資
質
向
上
に
励
ん
で
参

り
ま
す
。

　
憲
法
に
基
づ
く
二
元
代
表
制
の
下
、
議
会
の
役
割
は
、
村
の
行
う
事

務
の
執
行
が
適
正
か
つ
効
率
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
監
視
す
る
と
と
も

に
、
政
策
の
立
案
と
提
言
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
議
会
の
責
務
を

更
に
緊
張
感
を
も
っ
て
果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
令
和
三
年
の
新

春
を
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
、
村
政
発
展
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
国
内
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染

拡
大
と
い
う
重
大
な
危
機
に
直
面
し
、
国
を
挙
げ
て
対
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。収
束
に
は
な
お
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
社
会
経
済
や
国
民
生
活

へ
の
影
響
を
見
極
め
な
が
ら
、
国
民
が
再
び
活
力
を
取
り
戻
し
、
成
長

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
民
の
英
知
を
集
結
し
て
、
新
た
な

時
代
を
見
据
え
た
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
七
月
は
、
長
期
に
わ
た
り
梅
雨
前
線
が
本
州
付
近
に
停

滞
し
た
た
め
に
、
東
北
地
方
か
ら
西
日
本
に
か
け
て
、
広
い
範
囲
で
記

録
的
な
大
雨
と
な
り
、日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

更
に
、
八
月
に
は
、
日
本
に
上
陸
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

最
大
瞬
間
風
速
八
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
猛
烈
な
勢
力
の
台
風
一
〇
号

の
接
近
に
伴
い
、
九
州
を
は
じ
め
西
日
本
で
は
多
く
の
方
々
が
、
そ
の

対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害

が
激
甚
化
、
頻
発
化
し
て
お
り
、
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
を
今
ま
で

以
上
に
強
化
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
自
治
体
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
も
た
ら

し
た
景
気
低
迷
に
よ
る
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
や
医
療
へ
の
不
安
、
地
域

赤
村
議
会
議
長  

大
場　

謙
一

新
年
の
あ
い
さ
つ
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第20回赤村議会臨時会 期日/令和2年10月7日

　令和2年度　第20回赤村議会10月臨時会は、10月7日に招集及び開会し、工事請負契約の締結
1案件が提出され、慎重審議を行った結果、可決して同日に閉会しました。

可
　
決

議案等
番　号 件　　　　名 内　　　　　容 結

果

　末光橋外2橋（芝浦橋、徳丸橋）橋りょう補修工事
について、9月30日に指名競争入札を行った結果、
契約金額5千1百70万円で株式会社ＳＮＣ代表取締
役 二川敏明 氏と工事請負契約を締結するもの。

末光橋外2橋橋りょう補
修工事請負契約の締結に
ついて

議 案
第44号

議 案
第45号

○…賛成　×…反対　△…挙手しない　欠…欠席賛否の内容

議　　　案　　　名番　号 春
本
敏
典

馬
田
和
博

大
場
信
司

三
橋
茂
敏

佐
武
富
實

原
　
隆
康

小
林
　
慧

浦
野
良
一

中
村
勇
紀

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　　員　　の　　賛　　否

末光橋外2橋橋りょう補修工事請負契
約の締結について

議 案
第44号

結
　
　
果

　令和2年度　第21回赤村議会11月臨時会は、11月27日に招集及び開会し、条例の一部改正１案件
が提出され、慎重審議を行った結果、可決して同日に閉会しました。

可
　
　
　
決

議案等
番　号 件　　　　名 内　　　　　容 結

果

○…賛成　×…反対　△…挙手しない　欠…欠席賛否の内容

議　　　案　　　名番　号 春
本
敏
典

馬
田
和
博

大
場
信
司

三
橋
茂
敏

佐
武
富
實

原
　
隆
康

小
林
　
慧

浦
野
良
一

中
村
勇
紀

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　　員　　の　　賛　　否
結
　
　
果

　令和2年10月7日の人事院勧告を受け、11月6日
に閣議決定された国家公務員の一般職の職員の給
与に関する法律等の一部を改正する法律案に準じ
て、この改正を行うもの。
　改正内容は、令和2年度12月期期末手当支給割
合を1.3月から1.25月に変更し、令和3年度以降の
期末手当支給割合を6月期、12月期ともに1.275
月に変更するもの。

赤村一般職の職員の給
与に関する条例の一部
を改正する条例の制定
について

赤村一般職の職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

議 案
第45号

第21回赤村議会臨時会 期日/令和2年11月27日
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　畑団地解体工事が令和2年11月に完了したことに
伴い、この改正を行うもの。
　畑団地　赤村大字赤5197番地（60.28㎡）、構造
　簡平、戸数6戸

赤村営住宅設置及び管理
条例の一部を改正する条
例の制定について

　15,419千円増額し、歳入歳出422,445千円と
するもの。
　補正の主な内容は、新型コロナウイルス感染症
に係る国民健康保険業務システム改修、医療費の
増による国民健康保険事業納付金の増、精算に伴
う県返納金によるもの。
　歳入は、一般会計からの繰入金及び前年度繰越
金の一般財源。

令和2年度赤村国民健康
保険特別会計補正予算
（補正第3号）

　赤村教育委員会委員 篠﨑和子 氏の任期が12月16
日をもって満了することに伴い、同氏を任命したい
ので、議会の同意を求めるもの。

赤村教育委員会委員の任
命につき同意を求めるこ
とについて

同 意
第15号

議 案
第46号

議 案
第47号

議 案
第48号

議 案
第49号

　上赤辺地の活性化と住民福祉の向上を図るため、
この計画を変更し、辺地に係る公共的施設の総合
整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭
和37年法律第88号）第3条第8項において準用する
同条第1項の規定により、議会の議決を求めるもの。
　主な変更内容は、畑見野線林道舗装の追加及び
既存事業の事業費の変更・畑見野線林道舗装
L＝100ｍ　W＝3.0～4.0ｍ　事業費3,000千円

赤村辺地総合整備計画の
変更について

　令和2年度　第22回赤村議会12月定例会は、12月8日に招集及び開会し、議長報告、村事務報告、教
育委員会事務報告、一般質問が行われた後に、人事に関する案件１件、計画の変更に関する案件１件、
条例の一部改正に関する案件１件、補正予算４件の合計７案件が提出され、慎重審議を行った結果、
全案件可決して12月10日に閉会しました。

同
　
意

可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決

議案等
番　号 件　　　　名 内　　　　　容 結

果

第22回赤村議会定例会 期日/令和2年12月8日～10日

　110,728千円増額し、歳入歳出4,014,406千
円とするもの。
　補正の主な内容は、新型コロナウイルス感染症
対策事業の一部事業費確定及び事業中止に伴う減、
ふるさと納税寄附金事業の収入見込み増に伴う報
償費等の増（残りは基金へ）、新型コロナウイルス
感染症対策事業とし、農業振興費に新規補助事業
（スマート農業推進強化事業費補助金）の増、前ガ
原分譲地の地質調査等委託料（土地開発基金を充
当）による住宅費の増、国・県への精算返納金等。
　歳入は、ふるさと納税寄附金、障がい者給付費
等の国・県負担金、基金繰入金、国・県の精算返
納金による過年度収入、地方交付税の一般財源等。

令和2年度赤村一般会計
補正予算（補正第6号）
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○…賛成　×…反対　△…挙手しない　欠…欠席賛否の内容

議　　　案　　　名番　号 春
本
敏
典

馬
田
和
博

大
場
信
司

三
橋
茂
敏

佐
武
富
實

原
　
隆
康

小
林
　
慧

浦
野
良
一

中
村
勇
紀

○同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　　員　　の　　賛　　否

赤村教育委員会委員の任命につき同意
を求めることについて

同 意
第15号

赤村辺地総合整備計画の変更について
議 案
第46号

赤村営住宅設置及び管理条例の一部を
改正する条例の制定について

議 案
第47号

令和2年度赤村一般会計補正予算（補正
第6号）

議 案
第48号

令和2年度赤村国民健康保険特別会計
補正予算（補正第3号）

議 案
第49号

令和2年度赤村簡易水道特別会計補正
予算（補正第2号）

議 案
第50号

令和2年度赤村後期高齢者医療特別会
計補正予算（補正第1号）

議 案
第51号

結
　
　
果

令和2年度赤村後期高齢
者医療特別会計補正予算
（補正第1号）

　9,584千円増額し、歳入歳出58,309千円とする
もの。
　補正の主な内容は、漏水に伴う水道本管修繕料及
び工事費等の増（鉛管かつ撤去が困難な箇所のため
布設替えが必要となったため）（見取地区、大谷地区）。
　歳入は水道使用料、前年度繰越金の一般財源、基
金、起債による特定財源。
　基金及び起債は、総務管理費へ充当。

　913千円増額し、歳入歳出50,308千円とする
もの。
　補正の主な内容は、後期高齢者医療システム改
修業務によるもの。
　歳入は、一般会計からの事務費繰入金。一般会
計の国庫補助金に182千円の補助が入るため、併
せて一般会計の補正が生じるもの。

令和2年度赤村簡易水道
特別会計補正予算（補正
第2号）

議 案
第51号

議 案
第50号

可
　
　
　
　
　
決

議案等
番　号 件　　　　名 内　　　　　容 結

果
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総務文教常任
委員会報告

産業経済厚生等
常任委員会報告

委員長

三橋　茂敏
委員長

大場　信司

　本定例会において、総務文教常任委員会
に付託された案件を慎重に審議した結果、
議案第48号は可決することに決定しました。

　本定例会において、産業経済厚生等常任
委員会に付託された案件を慎重に審議した
結果、議案第49号、議案第50号及び議案
51号は可決することに決定しました。

　議会と赤村特産物センター運営協議会との意見交換会を10月26日□月 に赤村住民センターで
開催しました。
　議員から特産物センターの集客・収支の状況や現在の取り組み等について、質問、意見や要
望が活発に出され、大変有意義な意見交換会となりました。高齢化に伴う品物不足をどのよう
に補い、種類や量を増やし、顧客の購買意欲を高めるのか、また、新規顧客獲得のため、どの
ような情報発信を行っていくのか、多くの課題が山積している中、特産物センター運営協議会
の今後の事業展開に期待しています。

議会と赤村特産物センター運営協議会との
意見交換会を開催



7日
26日

30日

赤村議会第20回臨時会
議会と特産物センター運営協議会との意見交換会
（住民センター）
例月出納検査・監査（住民センター）

赤村議会議員　　　出席行事10月

13日
20日
24日
27日
30日

町村議会議長会議（田川市）
例月出納検査・監査（住民センター）
田川地区消防組合議会定例会（田川市）浦野議員
赤村議会第21回臨時会
12月定例会議会運営委員会（住民センター）

赤村議会議員　　　出席行事

議会広報委員会　委員長/佐武富實　委員/三橋茂敏　大場信司　馬田和博

新成人のつどい（住民センター）
町村議会議員研修会（福岡市）
福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部
運営委員会（田川市）
例月出納検査・監査（住民センター）

7日

8～10日
20日
21日
22日
24日

田川地区安全・安心なまちづくりに関する
協定締結式（田川市）
赤村議会第22回定例会
自由民主党政経フォーラム（福岡市）
例月出納検査・監査（住民センター）
例月出納検査・監査現地確認（村内）
田川郡東部環境衛生施設組合議会定例会
（田川地区クリーンセンター）
大場謙議長、春本副議長、浦野議員、大場信議員

5月赤村議会議員　　　出席行事予定

10日
14日
19日

21日

赤村議会議員　　　出席行事

新型コロナウイルス感染防止のため、
手洗い・うがいをし、

密閉・密集・密接を避けましょう

11月

12月

16日

18日
19日

福岡県町村監査委員協議会定期総会・研修会
（福岡市）
田川地区斎場組合議会定例会
（田川市）中村議員
福岡県町村議会議長会定期総会（福岡市）
例月出納検査・監査（住民センター）

赤村議会議員　　　出席行事予定2月

1月

6

令和2年第3回福岡県田川地区消防組合議会定例会 期日／令和2年11月24日
場所／田川地区消防本部

　令和2年11月24日□火 、令和2年第3回福岡県田川地区消防組合議会定例会が、田川地区消防本部で開会
され、浦野良一議員が出席しました。

　提出された議案は、
　認定第 1 号　令和元年度福岡県田川地区消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について
　議案第 9 号　福岡県田川地区消防組合火災予防条例の一部を改正する条例について
　議案第10号　福岡県田川地区消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
　議案第11号　令和２年度福岡県田川地区消防組合一般会計補正予算（第１号）について　の４件です。

　認定第1号については、令和元年度福岡県田川地区消防組合一般会計歳入歳出決算を認定したもの。歳
入2,363,784千円、歳出2,337,184千円であり経常収支は26,600千円の黒字。
　議案第9号については、対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具の取扱いに関する条
例の制定に関する基準を定める省令の一部が改正され、火災予防条例（例）の一部が改正されたことに伴
い、福岡県田川地区消防組合の火災予防条例を改正するもの。
　議案第10号については、令和２年度人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定状況等を勘案し、福岡県
田川地区消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正するもの。
　議案第11号については、歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ2,372千円を減額し、歳入歳出予算総額
を歳入歳出それぞれ2,534,274千円とするもの。


